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I. はじめに 

只見町はユネスコエコパークに認定され、豊

かなブナ林をはじめとする自然環境や野生動植

物の保護・保全に配慮しながら、持続可能な森

林資源の活用を通じて地域の発展を目指してい

る。その中核的な取り組みとして、森林資源を

熱エネルギーとして利用する仕組みが推進され

ている。地域に豊富に存在する森林資源を薪と

して活用する薪ストーブは、極めて合理的かつ

自立的な暖房体系である。薪ストーブは高い暖

房効果に加え、煮炊きや停電時の備え、火を囲

む心理的充足感など、機能面を超えた文化的価

値を有している。さらに重要なのは、エネルギ

ー源を地域内の森林資源に求めることで、エネ

ルギー代金の流出を抑え、森林整備から薪の加

工、消費に至るプロセスを地域内で完結させる

「地域内エコシステム」の構築が可能になる点

である。この循環型システムの確立こそが、エ

ネルギーの自律性と地域経済の活性化を両立さ

せる鍵となる。 

そこで本研究では、森林資源の持続的利用を

促進するために直面する課題を明らかにし、そ

の解決策を提案することを目的とする。 

 

Ⅱ．調査対象世帯と調査方法 

 地域住民による薪利用の実態と課題を構造的

に把握するため、町内における現在進行形で利

用している薪ストーブ利用者（以下、利用者）・

導入を検討しているが現在は利用していない薪

ストーブ非利用者（以下、非利用者）・過去に利

用していたが現在は利用をやめてしまった薪ス

トーブ利用中止者（以下、利用中止者）を対象

に、ヒアリング調査（対象世帯への直接訪問に

よる対面調査およびオンラインでのアンケート

調査）を実施した 。調査対象世帯の決定につい

ては、先行研究において実施された調査結果か

ら選出した。 

ヒアリング項目は、①年齢、②ストーブの種

類と導入時期、③利用している薪の樹種，薪の

調達方法とした。さらに、薪ストーブ利用者に

対しては、利用におけるメリットとデメリット、

今後の継続利用の意向についてもヒアリングを

行った。 

 

Ⅲ．調査結果および考察 

１． ヒアリング調査の結果 

2025年 9月 10日～10月 16日の期間に

おいて、只見町役場農林建設課の協力を得て21

件の町民へのヒアリング調査を実施した。 

その結果、利用者および利用中止者からは、

「薪の調達」に伴う身体的負荷に関する回答が

多く得られた。回答者の共通点として、高齢層

が多いということが挙げられる。 

一方、非利用者からは、薪ストーブ導入を検

討する際に「わからないことが多い」「誰に相談

すればよいか」「どこで情報を得られるのか」と

いった不安や疑問が示され、必要な情報を得る

手段を求める回答が多かった。非利用者の特徴

として、若年層であった。 

２．考察 

 ヒアリング調査とおして、高齢化に伴い薪棚

から薪ストーブまでの薪運搬作業の負荷がより

増大することが考察された。このため、薪スト

ーブの持続的利用の支援として、薪運搬の身体

的負担軽減は有効な手段であると考えられる。 

一方、非利用者は主に若年層であり、SNSや



インターネットを活用した情報収集の利便性が

高いことが確認された。これに基づき、薪スト

ーブ導入に関する情報提供では、デジタル媒体

の活用が有効であると考えられる。 

 

Ⅳ．プロダクトおよびプラットフォームの提案

と実証 

１．薪の運搬支援：二段階式キャリー 

 薪棚から薪ストーブまでの薪運搬に伴う身体

的負荷を軽減するため、キャリアワゴンの利用

を基本とし、市販品を活用し試作した。薪棚か

ら薪ストーブまでの動線には段差が存在するこ

とが多く、この課題に対応するため、キャリー

本体に折り畳み式スロープを一体化した設計を

提案した。また、薪棚が玄関土間に配置される

場合、キャリーを土間から室内へ直接搬入する

ことに対して衛生面および利便性に関する抵抗

が指摘された。これを踏まえ、屋外用ワゴンに

屋内用ワゴンを搭載する二段階式キャリーを設

計した（図１）。 

 薪ストーブ利用者の協力を得て、試作したキ

ャリー（図 2）を利用する実証試験を行った。

その結果、「実際に利用したい」との高い評価を

得た 。 

２．情報共有プラットフォーム： 

Tadami Makistove Site 

 薪ストーブの新規導入に伴う基本情報（導入

コスト、ランニングコスト、薪の調達・管理方

法、メンテナンス方法）や導入による効果、デ

メリット、シチュエーションによって変化する

ような情報（コンテキスト情報）を蓄積し、利

用者へ提供するプラットフォームを構築した

（図３）。具体的には、薪ステーションの情報や

地域限定の補助金情報など、只見町の実情に即

した情報をアーカイブ化した 。これにより、新

規導入希望者が抱く心理的な不安への解消に貢

献するものと期待する。 

また、情報を蓄積しただけのサイト

（knowledge Base：ナレッジベース）ではな

く、投稿された疑問に対して、知恵や技術を持

つ長期薪ストーブ利用者が回答できるインタラ

クティブな機能も持ち合わせる。ベテランの暗

黙知を次世代へ継承する重要な役割を担うもの

となると考える。 

本研究の提案は、薪利用を「個人の我慢や努

力」に依存させるのではなく、デザインによっ

て「動線の最適化」と「知恵の共有」を図るも

のである 。物理的な重量軽減に加え、高齢層の

薪ストーブ利用における精神的解放感に寄与す

ることが示唆された。   

高齢層には扱いにくいデジタル媒体に対して、

知恵や技術を情報化するための人材雇用や自治

体・森林組合と連携したウェブサイトの持続的

な運用体制の構築が、森林資源の持続的利用を

社会実装するための鍵になると考える。 

 

図１ 二段階式キャリーの概要図 

 

図２ 二段階式キャリーの試作機 

 

図３ Tadami Makistove Site のホーム画面 


